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提
案
公
募
型
補
助
制
度
の
周
知
に
つ

い
て
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
応
募
件
数
が

増
加
し
て
い
な
い
た
め
、
別
の
方
法
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
今
後
は
、
事
業
を
採

択
さ
れ
た
団
体
か
ら
本
制
度
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
も
ら
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
形

で
周
知
を
し
て
は
ど
う
か
。

広
報
媒
体
を
問
わ
ず
、
広
く
市
民
に

周
知
し
続
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
新
し
い
手
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
補
助
採
択

事
業
者
に
よ
る
広
報
は
、
制
度
の
周
知
の
み

な
ら
ず
、
多
く
の
市
民
協
働
事
業
が
育
つ
等

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
実
現

自
転
車
運
転
に
対
す
る
ル
ー
ル
遵
守

の
徹
底
や
マ
ナ
ー
向
上
策
と
し
て
、

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
大
阪
府
自
転
車
条

例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
本
条
例
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
自
転
車

運
転
の
ル
ー
ル
遵
守
や
マ
ナ
ー
向
上
は
図
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

本
条
例
に
お
い
て
、
交
通
安
全
教
育

や
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
等

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
28
年
4
月
の
条
例
施

行
後
、
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
市
に

も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
保
険
加
入
を
契
機
に
、
安
全
利
用
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
、ル
ー
ル
遵
守
や
マ
ナ
ー

向
上
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
化
等
に
よ
る
買
い
物
弱
者
支
援

に
つ
い
て
は
、
課
題
認
識
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
小
規
模
事

業
者
が
買
い
物
弱
者
向
け
の
移
動
販
売
を
始

め
よ
う
と
し
た
場
合
、
現
行
の
補
助
制
度
で

は
上
限
額
等
の
問
題
に
よ
り
使
い
に
く
い
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
制
度
と
す
る
た
め
、
補
助

内
容
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
小
規
模
事
業
者
向
け
の
各
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
目
的
や
実

態
を
勘
案
し
な
が
ら
制
度
の
運
用
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努

め
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
効
果
的
な
支
援
が
行

え
る
よ
う
、
補
助
内
容
や
補
助
金
額
等
に
つ

い
て
随
時
検
証
を
行
う
。

新
聞
等
の
報
道
で
高
齢
者
の
自
動
車

運
転
に
お
け
る
通
行
帯
の
逆
走
や
、

そ
れ
に
伴
う
交
通
事
故
等
を
日
常
的
に
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

本
市
に
お
い
て
も
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
。
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
事
故
防
止

策
や
、
今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

高
齢
者
施
設
で
実
施
し
て
い
る
交
通

安
全
教
室
、
春
・
秋
の
交
通
安
全
大

小
・
中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
通
級

指
導
教
室
（
※
１
）
の
在
籍
者
数
は
、

自
校
、
他
校
へ
通
級
す
る
児
童
・
生
徒
と
も

に
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
他
校
へ
放

課
後
に
通
級
す
る
児
童
・
生
徒
に
は
、
体
力

や
学
び
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
と

し
て
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。他

校
に
通
級
す
る
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
は
、
時
間
的
、
体
力
的
な
負

担
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
他
校
に
通
級
す
る
児
童
・
生

徒
の
増
加
に
伴
い
、
通
級
指
導
教
室
の
増
設

の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
教
室
の
増
設

を
府
へ
要
望
し
て
い
る
。

 

他
校
へ
通
級
す
る
児
童
へ
の
対
応
は

問答

問

問答

 

自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー
向
上
を

答 問 答

答

第
６
回
定
例
会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
12
月
５
日
と
6
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑
の

一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び
各
図
書

館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
２
月
中
旬
予
定
）

一
般

質
疑

会
計
補
正
予
算

 

買
い
物
弱
者
支
援
の
取
り
組
み
を

 

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
事
故
防
止
を

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　   

下
野
　
　
巖

茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　  

米
川
　
勝
利

大
阪
維
新
の
会･

茨
木
　
　
　

　
　
　         

大
野
　
幾
子

 

提
案
公
募
型
補
助
制
度
の
周
知
を

問

（※ 1） 通級指導教室 ： 通常の学級に在籍する言語障害、 発達障害等の障害のある児童 ・ 生徒が障害に応じた特
　　　　　　　　　　　　　　　 別な指導を受ける教室。

流水中の土砂などを沈殿させて流れから除くための池。

に
向
け
て
検
討
す
る
。
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市
議
会

だ
よ
り

も
、
水
の
濁
色
が
数
日
間
取
れ
な
い
状
況
に

あ
る
。
そ
の
原
因
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

原
因
は
、
安
威
川
上
流
に
お
け
る
安

威
川
ダ
ム
等
の
工
事
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
対
策
と
し
て
は
、
各
工
事
区
域
内

の
必
要
な
箇
所
に
濁
水
を
処
理
で
き
る
容
量

の
沈
砂
池
（
※
２
）
を
設
け
る
な
ど
し
て
直

接
河
川
に
放
流
さ
れ
る
こ
と
を
抑
制
し
て
い

る
。
ま
た
、
濁
り
が
数
日
間
続
く
原
因
と
し

て
は
、
降
雨
後
も
工
事
区
域
内
の
濁
水
が
沈

砂
池
に
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
。

査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
災

害
対
応
時
に
重
要
な
地
域
緊
急
交
通
路
等
、

優
先
順
位
を
定
め
て
、
状
況
把
握
を
行
い
、

府
の
舗
装
点
検
要
領
を
参
考
に
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

会
等
に
お
い
て
安
全
運
転
の
指
導
や
運
転
免

許
自
主
返
納
制
度
を
啓
発
し
て
い
る
。
今
後

は
警
察
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、

交
通
安
全
教
育
及
び
自
主
返
納
制
度
の
周
知

に
つ
い
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

近
年
、
道
路
陥
没
事
故
が
全
国
で
多

発
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
市
の
空
洞
調
査
の
現

状
、
実
績
等
は
ど
う
か
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ

波
セ
ン
サ
ー
等
を
使
っ
た
空
洞
探
査
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
調
査
の
計
画
的
実
施
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
目
視
点
検

等
で
、
早
期
に
適
切
な
対
処
を
行
い
、

広
範
囲
に
陥
没
す
る
可
能
性
が
あ
る
箇
所
に

は
、
ハ
ン
デ
ィ
型
地
中
レ
ー
ダ
に
よ
る
調
査

を
過
去
３
年
に
２
か
所
実
施
し
た
。
空
洞
探

の
問
題
と
な
り
、
住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
早
急
に
現
状
把
握
を
行
い
、
必

要
な
措
置
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

平
成
28
年
10
月
に
匿
名
で
住
民
か
ら

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
11

月
16
日
に
簡
易
測
定
を
行
っ
た
結
果
、
昼
間

の
環
境
基
準
に
対
し
て
、
5
デ
シ
ベ
ル
程
度

低
い
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
道
路
管
理
者
で
あ
る
府
へ
報
告
す
る
。
ま

た
、
道
路
振
動
に
つ
い
て
は
、
今
後
計
測
し
、

振
動
規
制
法
の
数
値
を
超
え
る
場
合
は
道
路

管
理
者
に
対
し
て
改
善
を
求
め
る
。

彩
都
中
部
地
区
の
物
流
施
設
関
連
車

両
に
よ
る
環
境
悪
化
の
可
能
性
を
以

前
か
ら
指
摘
し
て
い
た
が
、
彩
都
に
立
地
す

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
騒
音
・
振
動
被
害
が
現
実

 

安
威
川
に
お
け
る
濁
水
対
策
は

安
威
川
の
水
質
に
つ
い
て
、
最
近
、

台
風
や
異
常
降
雨
以
外
の
降
雨
の
後

問

問

答

18
年
間
に
わ
た
る
全
10
巻
発
行
の
市

史
編
さ
ん
事
業
が
終
わ
り
、
平
成
29

年
１
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
っ
て
完
了
す

る
。
貴
重
な
財
産
で
あ
る
収
集
史
料
の
保
存

と
活
用
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
編
さ
ん
室

以
外
に
あ
る
史
料
も
含
め
た
体
系
的
な
デ
ー

タ
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
貴
重
な

史
料
を
市
民
に
活
用
い
た
だ
け
る
事
業
展
開

が
必
要
で
は
な
い
か
。

調
査
・
収
集
し
た
史
料
は
、
順
次
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
全
庁
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
、
そ
の

作
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
史
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
研
究
者
や
郷
土
史
に
興
味
を
持
た
れ
た

 

彩
都
内
道
路
の
騒
音
・
振
動
対
策
を

問

市議会のうごき

本会議（初日）
本会議（2 日目）
議員定数・議員報酬審査特別委員
会
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会改革推進委員会
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会

５ 日
６ 日
７ 日

８ 日

９ 日

14日

16日
19日
21日　

12月

答

 

路
面
下
空
洞
調
査
の
計
画
的
実
施
を

問

 

公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
松
本
　
泰
典

茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

　
　
　
　
　  

桂
　
　
睦
子

大
阪
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理

日
本
共
産
党
　

　
　
　
　
　  

畑
中
　
　
剛
　

 

市
史
編
さ
ん
史
料
の
保
存
と
活
用
は

答次
頁
へ
つ
づ
く

答

流水中の土砂などを沈殿させて流れから除くための池。（※２） 沈砂池 （ちんさち） ：

２  日

４  日
９  日
10日
25日
28日
29日

30日

議会改革推進委員会
議員定数・議員報酬等あり方検討会議
百条委員会
百条委員会
茨木市議会議員研修会
議員定数・議員報酬等あり方検討会議
百条委員会
議会運営委員会
幹事長会
議会改革推進委員会

11月

10月
議会改革推進委員会
議員定数・議員報酬等あり方検討会議
議会広報委員会
幹事長会
百条委員会（※）
議員定数・議員報酬等あり方検討会議
百条委員会

４  日
６  日
11日
12日
14日
20日
28日

※百条委員会：「議会の請求に基づく監査
の結果（監報第 4 号）に関する調査特別
委員会」
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本
市
は
吹
田
市
、
高
槻
市
と
比
較
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
等
を
持
つ

病
院
が
な
い
こ
と
か
ら
、
365
日
24
時
間
対
応

で
き
る
総
合
病
院
の
誘
致
は
28
万
市
民
の
熱

い
要
望
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
数
年
間
、
医

療
体
制
に
つ
い
て
繰
り
返
し
質
問
し
て
き
た

が
、
二
次
救
急
医
療
機
関
の
一
般
病
床
数
に

関
す
る
答
弁
が
、
平
成
27
年
３
月
で
は
811
床

で
、
平
成
28
年
６
月
で
は
1
千
617
床
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

27
年
３
月
の
811
床
は
、
二
次
救
急
告

示
病
院
（
※
１
）
の
一
般
病
床
数
の

数
で
あ
り
、
28
年
６
月
の
1
千
617
床
は
二
次

救
急
告
示
病
院
と
非
告
示
病
院
を
加
え
た
数

で
あ
る
。
今
後
、
統
一
し
た
観
点
か
ら
デ
ー

タ
を
示
し
て
い
き
た
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
は
行
政
だ
け
で

な
く
、
企
業
、
団
体
、
市
民
に
お
い

て
も
障
害
者
差
別
が
解
消
さ
れ
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち

と
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
障
害
者
施
策

は
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、「
合
理
的
配
慮
」
を
含
む

施
策
を
市
民
に
周
知
徹
底
す
る
た
め
、
市
と

し
て
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

障
害
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
障
害
者
基
本
法
等
の
関

係
法
令
や
本
市
総
合
計
画
等
に
基
づ
き
実
施

し
て
き
た
。
平
成
28
年
4
月
に
障
害
者
差
別

解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市

の
障
害
者
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
次
期
の
障
害
者
計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
、

条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

に
欠
け
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
受
診
者
の
手

間
や
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
問
診

票
の
内
容
を
精
査
し
、
必
要
最
小
限
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

問
診
票
の
項
目
数
に
つ
い
て
は
、
国

の
指
針
に
基
づ
き
設
定
し
て
い
る

が
、
よ
り
配
慮
し
た
項
目
数
と
な
る
よ
う
検

証
す
る
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
で
受
診
す
る

人
、
単
独
で
受
診
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ

て
、
答
え
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
や
項
目
を
考

慮
し
つ
つ
工
夫
改
善
に
努
め
て
い
く
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
際
に
記

入
す
る
共
通
の
問
診
票
に
つ
い
て
、

そ
の
質
問
項
目
が
多
岐
に
わ
た
る
と
と
も

に
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
で
人
権
上
の
配
慮

問

快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に

は
、
運
動
広
場
等
の
清
潔
な
ト
イ
レ

や
洋
式
化
及
び
多
目
的
ト
イ
レ
等
の
整
備
、

利
便
性
の
あ
る
道
具
保
管
庫
や
更
衣
室
、
体

育
館
の
空
調
、
駐
車
場
と
そ
の
料
金
等
の
課

題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
具
体
的
な
施

策
が
見
え
て
こ
な
い
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

ト
イ
レ
、
道
具
保
管
庫
、
更
衣
室
、

体
育
館
の
空
調
、
駐
車
場
等
の
附
帯

設
備
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
設
を
快

適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
充
実
に
努

め
て
い
く
。

 

医
療
に
対
す
る
市
の
答
弁
は

問答

 

問
診
票
の
質
問
項
目
見
直
し
を

答問答

議員定数を削減しました

 　12 月定例会において、議員定
数条例の改正議案が議員提案で提
出され、議員定数・議員報酬審査
特別委員会の審査を経て、賛成者
多数で可決しました。
　したがって、平成 29 年 1 月
22 日に執行の市議会議員の一般
選挙から定数が「28 人」となり
ました。（改正前は 30 人）

市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
検
討
す

る
。問答 自

由
民
主
党
・
絆
　

　
　
　
　
　  

辰
見
　
　
登

民
主
ネ
ッ
ト
　

　
　
　
　
　   

中
村
　
信
彦
　

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
　

　
　
　
　
　
　
山
下
　
慶
喜
　

公
　
明
　
党
　

　
　
　
　
　  

坂
口
　
康
博
　

 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を

 

障
害
者
差
別
解
消
の
条
例
制
定
を

前
頁
つ
づ
き

救急医療に協力する旨の申し出により、 大阪府知事が認定し、 告示された医療機関のこと。（※ 1） 二次救急告示病院 ：

調査特別委員会（百条委員会）が終了しました

　平成 28 年 6 月定例会において、設置された「議会の請求に基づく監査の結果（監報第
４号）に関する調査特別委員会」は、10 回の会議を開催し調査を行い、12 月定例会にお
いて、その調査結果報告書を賛成者多数で承認しました。また、前市長が正当な理由がな
く百条委員会において証言を拒絶したとして、地方自治法違反により告発する議案を賛成
者多数で可決しました。

　調査特別委員会調査報告の内容については、議会ホームページ「提出案件・議決結果等」
→「可決された議員提出議案」→「可決された議員提出議案（平成 28 年 12 月定例会）」
に掲載しております。（http://www.city.ibaraki.osaka.jp/shisei/gikai/）

茨木市史（全 10 巻）




